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自然を彩る紅葉の時期も過ぎて、20世紀も
残すところあとわずかとなりました。夢膨ら
む21世紀を迎えようとしておりますが皆様
におかれましては、どのようなことを期待し
ておられますでしょうか？ 常日頃のご厚
情に対し心からお礼を申し上げます。 
 国民をテレビの前に釘付けにしたシド
ニーオリンピックは女子選手の大活躍で無
事終了しました。そして、その後に開かれま
したパラリンピックは男、女子の大活躍とそ
のハンディキャップを乗り越えてのひたむ
きさに感動を受けた方も多かったことと思
います。その中、競泳で6個の金メダルを獲得
した成田選手へのインタビューで『これから
やりたいことは、目が悪い人は何気なくメガ
ネをかけるように、足の悪い人は車椅子を
使って自由自在に外へ出て、ショッピングや
いろんなことを楽しみたい。』と話している
のを聞き、健常者と同じように、『当り前に
暮らしたい』と明るく話す姿に大変感銘を受
けました。思わずガンバレと声援を送りたく
なった程です。 
 さて、回復期に入ったと思われた日本経済
は年初来の株価低迷、原油価格の高騰による
諸原料、エネルギー源の値上げ、そして政局
の混乱と世紀末にふさわしい (？) 混沌とし
た先行きの見えない手探り状況が未だに続
いております。このような中、21世紀の日本
の製造業における技術力を高めるべくス
タートした『国家技術戦略』の各論の『技術
ロードマップ』作りがそれぞれの分野、業界
でまとめられつつあります。2025年迄に日本
がリードする技術は何か？ 
 熱処理加工業界は仕事量は増えているも
のの定期的な値下げ攻勢で厳しい経営状態

を強いられてはいますが、作業の合理化、
付加価値の高い仕事、新しい技術導入に必
死に取り組んでおります。我が社において
も加工部門はコーティングをベースとし
た分野への模索を進め、設備部門では環境
問題を考慮した設備、省人化を図った設
備、それらにプラスしての技術開発を進め
ております。ユーザーの皆様に少しでも貢
献できればと思っております。 
また、今年は工場事故が紙上に取り上げ
られておりますが、危険物を取り扱ってい
る我が社の製品においても数件の事故発
生があり関係者の皆様に大変ご迷惑をお
かけしましたことをお詫び申し上げます。
これらは特に密閉式の設備に限られてい
ますが、我が社の設備に限らず雰囲気熱処
理炉は危険なガスを取り扱っています。そ
の設備の取扱いを誤ったり、故障したまま
の使用、製品を生かすことを最優先しての
トラブル処置などは、思わぬ事故につなが
る可能性が大です。当社としても危機管理
委員会を設置して、取扱いマニュアルの見
直し、ハード、ソフト技術の見直しを進め
て、二重、三重の事故防止策作りに努めて
おります。詳しいお問い合わせは設備部門
の生産技術部にお願い致します。 
 今後とも我が社の製品に対して変わら
ぬご愛顧をお願い致すと共に、皆様の良い
年を迎えられますことをお祈り申し上げ
ます。今年１年お世話になりまして感謝申
し上げます。 
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平成１２年度 ｢現代の名工｣（労働大臣表彰） 

     に金属熱処理工で表彰される。 
 
  おめでとうございます。 
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  特別寄稿 

粒界酸化対策 
 ガス浸炭処理品は、変成式、滴注式に関わらず、

最表面部に粒界酸化を生じます。最表面部の

Ｃｒ、Ｍｎ、Ｍｏ、Ｓｉなどの合金成分が酸化さ

れ、焼入性を向上させる本来の効果が小さくな

り、最表面部が不完全焼入れ組織（微細パーライ

ト、ベイナイト）となります。 
粒界酸化、或いは不完全焼入れ組織の弊害を防

止、又は抑制する方法として、次の方法が一般的

に採用されています。 
① ショットピーニングなどの表面加工 
② 真空浸炭法（粒界酸化完全防止） 
③ 窒素＋炭化水素による直接浸炭法（粒界酸   

化減少） 
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［熱処理のワンポイント］―― 浸炭編 ④ ―― 

 ④ 浸炭浸窒（不完全焼入れ組織減

少） 
 ガス浸炭処理工程の中で、最も粒界酸化が生じや

すい工程は昇温時です。なぜならば、昇温時はＣＯ２
やＨ２Ｏなどの酸化性のガスが多く、酸化しやすい

雰囲気となるためです。そこで、粒界酸化を減らす

工夫として、昇温時の時間を短くしたり、昇温時の

酸化性ガスを減少させることが考えられます。 
  

 弊社のアクセルカーボ炉（型式：ＢＢＨ）は、従

来のガス浸炭処理と比較して、粒界酸化を２０

～４０％減少させる工夫が施されています。 

アルミニウム合金の表面硬化   

秋田大学工学資源学部材料工学科 田上道弘 

 アルミニウム合金は鉄鋼材料に比較して耐摩耗

性や高温強度が劣ることや鉄鋼材料の表面硬化法

に比べてアルミニウム合金の表面硬化法が限定さ

れているため、これらのアルミニウム合金の性質

の中で耐摩耗性を改善する目的で種々の表面改質

に関する研究が最近多く報告されており、また研

究結果が集録されている 1～ 4)。アルミニウム合金

の表面溶融あるいは表面合金化を利用した表面硬

化法の利用例を紹介する。 
 
１. TIGあるいはMIG溶接法を使用した表面硬化 

 アルミニウム合金の表面合金化は TIG 溶接法を

使用し、Al-Cu 系肉盛材料を用いてアルミニウム

ピストンのトップリング溝の表面厚膜硬化法とし

て実施されている。表面硬さは 350Hv 程度に増大

し、摩耗量も減少する効果が得られている 1)。 

 TIG 溶接を利用した表面溶融は急冷効果で微細

化組織にするだけでなく、収縮巣の除去も出来る

ことからアルミニウム合金鋳物 (AC2B) に使用さ

れている 5)。 
 
２. 電子ビ-ムを利用した表面硬化 

 電子ビ-ム合金化による表面硬化はアルミニウ

ム合金製 (AC8A) のピストンのトップリング溝の

表面厚膜硬化法として実施された場合、ピストン

重量が 5%軽くなり、熱伝導が良くなってピストン

温度が低下し、機械的性質も向上することが報告

されている 6～ 7) 。 

 さらにピストンのトップリング部の性質の改善

を目的として銅と珪素で表面合金層の生成や表面

合金層中に SiC を複合させることも行われている
8～ 9)。 
 

３. レ-ザ-を利用した表面硬化 

 粉末塗布法を利用して鉄、銅および珪素単独添

加による表面合金層の硬さと耐摩耗性の効果が報

告され、鉄含有量が40mass%以上では、硬さは600Hv

以上になり、合金化層の硬さが増大すると共に耐

摩耗性が改善することが示されている 3)。 

最近、アルミニウム押出材(6063)にAl-Fe-Si合

金を溶射し、さらにレ-ザ-を併用して作成した表

面硬化層は優れた耐摩耗性を示すことが報告され

ている 10)。 

 金属表面にレ-ザ-を熱源として高機能合金を溶

着する技術はレ-ザ-クラディング法と呼ばれ、こ

の方法を使用してエンジン部品に応用されている
11)。アルミニウム合金の表面硬化や耐摩耗性の改

善を目的とした表面改質は電子ビ-ムあるいはレ-

ザ-を使用して行われているが、実施されている例

は少ない。 

 今後優れたアルミニウム合金の表面表面硬化法

の技術が開発されれば、その利用が多くなると期

待される。 
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1.  はじめに 

   平成11年12月の「ＯＥ技術通信」第1号に、発表致しました新直接ガス浸炭法（アクセル・カーボ）

につきまして、その後、順調に量産炉の実績がでています。その量産実績データにつきまして紹介させ

ていただきます。 
 
2. アクセル・カーボの特徴 

  アクセル・カーボの特徴をここでもう一度まとめてみますと以下のようになります。 

（1）ガス消費量の大幅削減－変成炉式浸炭法の約1/15以下。 

（2）全自動、省人化操業（フレームカーテンがないため）が可能。 

（3）生産性向上－シーズニング時間が短い。浸炭速度が速く、処理時間の短縮が可能。 

（4）変形、歪を制御可能－減圧焼入れ、油槽撹拌自動変速、油槽エレベータ揺動、整流板方向可変、両袖  

撹拌等により変形、歪を制御可能。 

（5）加熱室丸型構造により温度分布、ガス回り良好。 

（6）ＣＰ制御性良好－ＣＯ濃度が安定しているため、ＣＰ制御性に優れており、また、スーティングが

非常に少ない。 

（7）フレキシブルな雰囲気調整可能－高CO雰囲気にすることにより細穴品、歯車、浅浸炭品の浸炭均一性

に優れている。また、Ｎ２ベース浸炭雰囲気にすることにより粒界酸化層を低減可能。さらに、高濃度

浸炭も容易にできる。 
 
3. アクセル・カーボ量産炉実績データ 

 3.1 量産炉販売実績 

①A社（機械部品メーカー）：グロス600kg（電気加熱仕様）、現在稼動中 

②B社（熱処理加工専業）  ：グロス400kg（電気加熱仕様）、現在稼動中 

③C社（熱処理加工専業）  ：グロス600kg（ガス燃焼加熱仕様）、現在炉体据付中 

④D社（熱処理加工専業）  ：グロス600kg（ガス燃焼加熱仕様）、年内据付予定 
  

3.2 Ａ社における量産処理テスト結果 
  (1)ロット内浸炭バラツキ試験結果 
 ・処理重量  ：約600kgグロス 
 ・テストピース：SCM415(φ20×L40） 
 ・ヒートサイクル 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）その他の効果 

①加熱室に供給する原料ガス（滴注剤、プロパン等）の使用量及び炭酸ガス排出量が当社の従来滴注

式炉に比べて５０％以上削減できた。 

②新機能付き油槽のため、浸炭深さだけでなく、表面硬さ、内部硬さ、歪のばらつきも非常に少なく

できた。特に、歪は、ばらつきが少ないため管理がし易くなった。（歪の結果については次の機会

に掲載します。） 
 
4. おわりに  

   ＯＥ技術通信で紹介して以来、現在４台の販売実績を上げ、さらに現時点で多くの引き合いをいた

だいています。今後も、地球環境対策、省エネルギー、安全、品質等の要求に応える技術として益々

注目されていくものと思われます。                              
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我が社の新技術紹介  

アクセル・カーボ量産炉実績データ 

研究開発部 河田一喜 

 

① ② 

③ ④ 

⑤ ⑥ 

⑦ 
⑧ 後側 

（テストピースセット位置） 

⑨ 

 

 

浸炭 

180分 

拡散 

90分 
均熱 

30分 

930℃ 

860℃ 

10分 
100℃油冷 

170℃ 

120分 

焼戻し 

テストピース
位

有効硬化層深さ(mm)
（HV550位置）

① 1.16

② 1.22

③ 1.23

④ 1.22

⑤ 1.16

⑥ 1.19

⑦ 1.17

⑧ 1.19

⑨ 1.18

X 1.19

Max 1.23

Min 1.16

R 0.07
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②２０００年粉末冶金国際会議から 
平成12年11月13日～16日まで、国立京都国際会館において行われ、国際会議の効率化事例発表会
にて住友電気工業(株)の赤尾様により、弊社が納入しました、熱処理、洗浄、設備自動化ラインにおけ
る効率化事例発表が行なわれました。尚、弊社は併設展示会場で真空洗浄機、ＰＣＶＤ等のパネル展示

を行い無事終了したことのお知らせとご来場頂きました方々には厚く御礼を申し上げます。 

発行元： 〒 350-0833 埼玉県川越市芳野台 2-8-49 川越工場 

ホームページもご覧ください。 

Http://www.oriental-eg.co.jp/ 

      発行責任者：        鈴 木 伸 雄 

○設備部門  ＴＥＬ 0492-25-5811 
ＦＡＸ 0492-25-5826 

○加工部門  ＴＥＬ 0492-25-5822 
ＦＡＸ 0492-25-5827 

   

表面熱処理技術の総合メーカー 

お願い 

あとがき 

 12月に入り寒さも一段と厳しくなってまいりま
した。皆様には一年間お世話になりまして誠に有難

うございます。来年も皆様にお役に立つ、又、喜ん

でいただけるような情報をたくさん載せて発行し

ていきたいと思います。 

今後ともご指導頂きたく宜しくお願い致します。 

E‐mail：oe-e＠oriental-eg.co.jp 

OE技術通信御希望の方及び御紹介したい方をご記入の上 
右記宛にＦＡＸをお送り下さい。（無料贈呈致します） 

 

氏名                    

会社名 

所属・役職 

住所 
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ユーザー及び社内ニュース 

 新商品紹介 

 

業界ニュース 

○ 島崎哲郎氏 島崎熱処理(株)代表取締役  

         平成１２年度 日本熱処理技術協会賞・技術経営賞（赤見記念賞）を受賞される。 

○ 宮下善二氏 弊社熱処理加工部門社員   

         平成１２年度 日本熱処理技術協会賞・技術功労賞を受賞される。 
   
  おめでとうございます。 

浸炭シミュレーションソフト 

好評発売中 

水素雰囲気焼結炉 

 

仕様 
型  式：ＥＦ－５ 

処理目的：鉄系合金の焼結 

処理寸法：200H×250W×500L 
処理量 ：4.5kg／charg 
処理温度：常用 1150℃ 
最  高：1250℃ 

①２０００年日本ダイカスト会議における(Ti,Al)N多層膜の評判 
 
平成12年11月15日（水）、日本ダイカスト会議にて弊社研究開発部長河田一喜により『プラズマCVD

(PCVD)法による(Ti,Al)N/TiN多層膜の諸特性に及ぼす熱サイクルの影響』と題して技術講演が行われま

した。この会議は、展示会も併設し2年に1回開催され、最新技術が発表あるいは展示されます。PCVD法

は、PVD法に比べて膜のつき回りがいいため複雑形状で大重量のダイカスト金型には適しています。今

回の発表では、前回までの耐溶損性に加えて、耐ヒートチェック性に関して(Ti,Al)N/TiN多層膜が非常

に効果があることを発表し、かなりの反響を得て、発表後多くの方に展示ブースへおいでいただきまし

た。ご来場頂きました方々には厚く御礼を申し上げます。 


